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内容

パート1． GX人材育成の必要性

パート2． GX人材に求められる知識とスキル

パート3． プログラムマネジメントの方法
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1． GX人材育成の必要性

2

・社会の変化とGX推進の必要性

・国内にGX市場を確立し、 サプライチェーンをGX型に革新する投資

・カーボンニュートラル社会実現のための研究開発プログラム設計



出典：

＊「生産力至上主義」から
「自然的物質代謝」の重視へ

「もの」の発想から「社会的大義」の重視へ

カーボンニュートラ
ルな社会の構築

2050年頃
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＊齋藤公平著「人新世の「資本論」
（2020年9月発行) p.158



図 従来の工業の領域とこれからの循環型社会の領域

化学物質・製品エネルギー・物質植物動物

再生可能エネルギー

石油

天然ガス

再生可能エネルギーと水と空気と土とCO2を原料にして
新しい循環型社会構造を築くGX人材の育成が必要

化石資源を原料にした工業社会
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数百万年の時間をかけて形成
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GXとは、Green 
Transformation（グ
リーントランスフォーメー
ション）の略称で、温室効
果ガスを発生させる化石
燃料から太陽光発電、風
力発電などのクリーンエネ
ルギー中心へと転換し、経
済社会システム全体を変
革しようとする取り組み

CO2



年代 日本 米国 EU ドイツ 英国

2020年

• 菅政権が「2050年カーボンニュー
トラル」を宣言

• 第6次エネルギー基本計画閣議決
定

• グリーン成長戦略

・ パリ協定離脱 • 欧州グリーンディール
発表

• 欧州気候法成立

• 2050年までに温
室効果ガス排出
実質ゼロを目指す
法案成立

• 気候変動法改正

2021年

• 2030年度温室効果ガス削減目
標（46%削減）を閣議決定

• GX実現に向けた基本方針
• 長期戦略
• 水素基本戦略

• バイデン政権が「2050年
カーボンニュートラル」を宣言

• パリ協定に復帰
• インフラ投資・雇用法成立

• 2030年度温室効
果ガス削減（55%
削減）を決定

• 炭素国境調整措
置（CBAM）提案

• 2045年までに温室
効果ガス排出実質
ゼロを目指す法案
成立

• 気候変動法改正

• 2030年度温室
効果ガス削減目
標（63%削減）
を決定

• ネットゼロ戦略

2022年

• GX経済宣言発表
• エネルギー基本計画改定
• カーボンニュートラル実現に向けた基

本方針

• 2030年度温室効果ガス
削減目標（50～52%削
減）を発表

• クリーンエネルギー標準
（CES）強化

• Fit for 55パッケー
ジ発表

• 再生可能エネル
ギー指令改定

• 2030年度温室効
果ガス削減目標
（65%削減）決
定

• イースターパッケージ
発表

• エネルギー白書

2023年

• GX実現に向けた基本方針
• GXリーグ発足
• 第6次エネルギー基本計画
• 水素基本戦略（改訂）
• 脱炭素成長型経済構造移行推進

戦略（GX推進戦略）

• 二酸化炭素排出削減税
導入検討

• 欧州気候銀行設
立

• 石炭火力発電段
階的廃止加速

• グリーン産業戦略
策定

2024年
• GX経済移行債法(GX推進法）
• 第6次環境基本計画

• クリーンエネルギー投資拡
大法案の成立を目指す

• 水素戦略見直し ・ 水素戦略策定
• 熱効率向上戦略

策定

表 2020年～2024年 GXに関する日本と世界主要国の取組



出典：経済産業省「イノベーションの創出を加速する研究開発事業の在り方について」第1回 産業構造審議会 産業技術環境分科会
 研究開発・イノベーション小委員会 研究開発改革ワーキンググループ資料
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出典： GX実行会議（第10回）令和5年１２月 資料２ 分野別投資戦略（案）
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国内にGX市場を確立し、 サプライチェーンをGX型に革新する

3R+Renewable

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/gx_jikkou_kaigi/dai10/siryou2.pdf


出典： GX実行会議（第10回）令和5年１２月 資料２ 分野別投資戦略（案）
8

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/gx_jikkou_kaigi/dai10/siryou2.pdf


9
出典： GX実行会議（第10回）令和5年１２月 資料２ 分野別投資戦略（案） 抜粋

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/gx_jikkou_kaigi/dai10/siryou2.pdf
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カーボンニュートラル社会実現のための研究開発プログラムを設計出来るGX人材が必要

インプット
研究資産

ありたい姿

自然的物質代謝
に基づく2050年
カーボンニュートラ
ルな社会の実現
・地域の脱炭素
化の促進
・企業の脱炭素
経営の促進

バックキャスティングでアクション計画を立てる

研究開発プログラムとしての評価対象

アウトプットを生み出すア
クションを定める

ありたい姿の実現に貢献するアウトカムを
生み出すアウトプットを定める

アクション
プランと実施

アウトプット目
標と研究成果と

評価

アウトカム
目標の達成可
能性確認

研究開発者が自ら行うプロセス

34

5 6

8 実現すべき課題

温室効果削減割合
46%、
再エネ約

36~38%、水素・
アンモニア1%、

CCUS＋化石火力
と原子力で約

61~63%）の 水
準を2030年に達
成するためにの重点
14分野26の課題

社
会

7

アウトカム目標と達成まで
の筋道の設定

2

①研究開発フェーズ

②実証フェーズ

③導入拡大フェーズ

④自立商用フェーズ

既存の研究資産を基にフォアキャスティングでカーボンニュートラル
社会の構築のための課題とマッチング作業

研究フェーズ

1

イノベーションサイクル

カーボンニュートラルとは、温室
効果ガスの排出量と吸収量を
均衡させ、全体としてゼロに
なっている状態を表す



課題 内容 詳細 解決策 GX人材の役割

知識・スキルの不足

GX推進に関
する幅広い知
識・スキル不
足

- 再生可能エネルギー技術、エ
ネルギー管理、環境問題、経
済・社会システムなど、GX関連
分野の知識不足 - 法規制、政
策、国際動向などの理解不足
– プログラムマネジメント力の不
足、データ分析、AI、デジタル技
術などの活用スキル不足

- 体系的な研修プログラムの提供
- OJTやオンデマンド学習など、多
様な学習機会の整備 - 専門家
による個別指導やメンタリング
- 大学や企業とや国の支援組織
との連携によるプログラムマネジメ
ント力養成の人材育成プログラム
の開発

- 自身の専門分野に加え
て、GX関連分野の幅広い
知識を習得する
- 最新の技術動向や政策
情報を常に把握する
- プログラムマネジメント力、
データ分析やAIなどのデジ
タル技術を活用できるスキ
ルを身につけるGX人材育
成リスキリング教育の実施

実務経験不足
実際のプロ
ジェクト経験
不足

- 机上の知識だけでは対応でき
ない実務スキル不足 - 現場で
の課題解決経験不足 - チーム
ワークやコミュニケーション能力不
足

- インターンシップや現場実習の
機会提供 - GX関連プロジェクト
への積極的な参画 - メンター制
度による経験豊富な人材からの
指導 - シミュレーションやケースス
タディなどの学習機会の提供

- 積極的に実務経験を積
む - チームワークやコミュニ
ケーション能力を向上させる
- 問題解決能力を養う

人材不足 必要な人材の
絶対数不足

- 企業、行政、教育機関など、
各分野における人材不足 - 特
定の専門分野の人材不足 - 女
性や外国人など、多様な人材の
不足

- 魅力的なキャリアパスの構築 -
働き方改革によるワークライフバラ
ンスの向上 - 多様な人材の活躍
推進 - 海外人材の受け入れ促
進

- GX人材としてのキャリアビ
ジョンを明確化する - 自身
の強みやスキルを活かせる
仕事を選ぶ - 多様な人材
と協働する

組織・体制の整備不足 GX推進体制
の未整備

- 組織横断的な連携体制不足
- 経営層のコミットメント不足 -
人材育成・評価制度の未整備
- インセンティブ制度の不足

- 組織横断的なプロジェクトチー
ムの設置 - 経営層による明確な
ビジョンと方針の策定 - 人材育
成・評価制度の導入 - インセン
ティブ制度の導入

- 組織内でGX推進を推進
する役割を担う - 経営層と
現場を繋ぎ、情報共有を
促進する - 人材育成・評
価制度の構築に貢献する

表 GX人材育成プログラムが今取り組まなければいけない課題
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